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睦
会
で
は
、
多
賀
の
里
の
本
体
事
業
所
（
青
笹
町
糠
前

９
︱
７
︱
６
、
多
賀
の
里
の
従
た
る
事
業
所
「
結
和
」（
綾

織
町
新
里
19
︱
７
︱
２
）、
及
び
遠
野
コ
ロ
ニ
ー
の
従
た

る
事
業
所
「
わ
さ
ぴ
っ
と
」（
宮
守
町
下
宮
守
29
︱
73
︱

１
）
の
３
事
業
所
を
統
合
し
、
現
在
の
結
和
の
建
物
を
利

用
し
た
新
事
業
所
を
立
ち
上
げ
る
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
統
合
は
、
来
年
４
月
１
日
の
予
定
で
す
。

統
合
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。①

３
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
は
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
で
す
が
、
利
用
す
る
障
が
い
者
の
人
員

が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
。

現
状
の
利
用
人
員
は
、
多
賀
の
里
本
体
事
業
所
が

19
人
（
定
員
25
人
）、
結
和
が
８
人
（
定
員
10
人
）、

わ
さ
ぴ
っ
と
が
８
人
（
定
員
10
人
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

②

右
記
①
に
関
連
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
遠
野
市

内
の
障
が
い
者
の
動
向
と
し
て
、
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
も
生
活
介
護
メ
ニ
ュ
ー
を
選

択
す
る
方
が
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
。

③

３
事
業
所
の
作
業
は
、
他
の
事
業
所
か
ら
の
受
注

に
よ
る
部
品
組
立
や
加
工
と
い
う
種
別
と
な
っ
て

お
り
、
共
通
し
て
い
る
部
分
が
多
く
、
作
業
分
担
や

職
員
配
置
の
面
か
ら
統
合
し
た
方
が
効
率
性
が
高

い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

現
在
、
統
合
に
つ
い
て
、
利
用
者
や
保
護
者
の
意
向
を

う
か
が
い
な
が
ら
、
遠
野
市
や
関
係
機
関
と
協
議
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
主
旨
に
つ
い
て
は
概
ね
ご
賛
同
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

統
合
後
の
計
画
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
は
、
現
行
を
継
続
し
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
と
し
ま
す
。

②

利
用
定
員
は
、
現
状
の
利
用
人
員
に
即
し
た
形
で

概
ね
35
人
と
し
ま
す
。

③

作
業
の
種
別
は
、
現
在
の
結
和
が
行
っ
て
い
る
部

品
組
立
・
加
工
部
門
、
食
事
処
・
弁
当
配
達
等
の

提
供
部
門
と
し
ま
す
。

④

希
望
す
る
利
用
者
に
対
し
て
、
障
が
い
の
特
性
や

作
業
の
特
性
等
に
応
じ
施
設
外
就
労
支
援
を
行
い

ま
す
。

※

施
設
外
就
労
支
援
と
は
、
就
労
継
続
支
援
を
行

っ
て
い
る
事
業
所
が
事
業
所
外
の
企
業
等
と
の

作
業
に
対
す
る
請
負
契
約
に
よ
り
、
そ
の
企
業
等

で
利
用
者
が
作
業
を
行
う
も
の
で
、
事
業
所
の
職

員
も
赴
き
支
援
す
る
仕
組
み
の
も
の
で
す
。

利
用
者
の
人
員
は
１
ユ
ニ
ッ
ト
３
人
以
上
で
、

職
員
の
配
置
は
原
則
的
に
利
用
者
10
人
に
対
し

１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
等
の
評
価
に
よ
り
、
施
設
外
就
労
支
援
を

受
け
た
利
用
者
が
一
般
就
労
に
結
び
付
い
た
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

⑤

希
望
す
る
利
用
者
に
対
し
て
、
事
業
所
ま
で
の
通

所
に
伴
う
送
迎
支
援
を
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
評
議
員
の
委
嘱

前
評
議
員
多
田
博
子
さ
ん
の
退
任
に
伴
い
、
そ
の

残
任
期
間
と
し
て
、
阿
部
順
一
さ
ん
が
新
た
に
本
会

の
評
議
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
本
年
３

月
25
日
か
ら
令
和
７
年
６
月
開
催
の
定
時
評
議
員
会

の
終
結
の
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
賀
の
里
・
結
和
・

わ
さ
ぴ
っ
と
の
統
合
計
画
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【事業活動計算書】
○収益の部

令和３年度　決 算 報 告
紙面に掲載していませんが、資金収支計算書の当期資金収支差額は 6,321 万円の黒字となり、前年度対比

でも 3億 6,847 万円増大しました。事業活動収支計算書においては、当期活動増減差額が 449 万円の黒字

となり、前年度対比でも 5,511 万円増大しました。

資 産 の 部

流 動 資 産

現金預金

事業未収金

その他

固 定 資 産

基本財産

その他の固定資産

1,235,238,354

152,879,636 

50,181,337 

94,679,336 

8,018,963 

1,082,358,718 

935,476,985 

146,881,733 

負 債 の 部

流 動 負 債

事業未払金・未払費用

賞与引当金

その他

固 定 負 債

設備資金借入金

退職給付引当金

259,398,154

51,584,889

26,256,453

19,476,000

5,852,436

207,813,265

156,900,000

50,913,265

975,840,200差 引 純 資 産

652,809,653 

124,144,426 

527,448,564 

447,922,763 

55,251,927 

9,607,422 

14,666,452 

1,216,663 

5,924,952 

151,900,000 

810,634,605

（単位：円）

（単位：円）【財産目録】

○費用の部

650,778,042

356,502,650

90,547,467

51,730,609

121,362,055

45,204,691

△14,569,430

3,461,586

151,900,015

806,139,643

サービス活動収益

就労支援事業収益

障害福祉サービス等事業収益

自立支援給付費収益

利用者負担金収益

補足給付費収益

その他の事業収益

経常経費寄付金収益

サービス活動外収益

特別収益

合　計

サービス活動費用

人件費

事業費

事務費

就労支援事業費用

減価償却費

国庫補助金等特別積立金取崩額

サービス活動外費用

特別費用

合　計

【障害福祉サービス事業所　はばたき】

【相談支援事業所　らいと】

岩手県内初となる地域生活支援拠点事業の一環として日中サービス型の共同

生活援助事業所を開所し、開所から 16名の利用者を受け入れ満床の状態でス

タートすることができました。主に重度・高齢の方が利用されていることから、

個々の状態に合わせた身辺動作の援助及び介護が主要な支援となっておりま

す。毎日のバイタルチェックを行うことで健康状態を把握し、体調不良の方には

できるだけ早い通院などの医療的ケアを行いました。

日中支援については、平日に入浴支援を行っていますが、特殊浴槽を使用して

重度・高齢の障がい者であっても衛生状態を維持できるよう努めました。また、

毎月 1回は、天候を見ながら散歩や外出を行うなどして利用者が楽しみながら

生活できるよう工夫しながら支援してきました。

事業所の配置を多機能型施設の中に移し、事業所内及び遠野健康福祉の里内に相談支援専門員を配置し、計

画相談支援と遠野市からの委託相談業務を行ってきました。

コロナ禍の影響による来所者数の減や障害支援区分等の適用期間の延長等から全体の相談件数やモニタリ

ング・認定調査の件数が減少しましたが、相談内容の傾向として、発達障がいを含む精神障がいのある方や今

まで障害福祉サービスを利用したことのない方の相談が増加しました。（延べ相談件数 1,804 件）

日中活動の様子

睦会だより　2015/7 ｜ ４

【障害者支援施設　遠野コロニー】

令和３年度　事 業 報 告
法人の基本理念・基本方針を基にして、法人の健全な運営や利用者支援のサービスの充実に努めてまいりま

した。

障がいを持つ方の重度化・高齢化や親亡き後を見据えた居住支援のための多機能型施設が新たに開所され、

地域移行の促進や地域生活支援の中核的役割を担うことができました。

コロナ禍に対する対応としては、マスク着用・手指消毒・うがい等の励行を徹底し感染症防止に努めなが

ら、規模を縮小しての行事開催や少人数でのリフレッシュ外出などを行い、利用者に楽しんでいただくよう努

めました。

はばたき等への利用者の施設移行による新規利用者の受け入れがあり、個々

の特性等の情報を職員間で共有し速やかに施設における支援方法が確立される

よう努めました。また、従たる生活介護事業所「せせらぎ」が開所され、利用者

の身体的介助が主な支援でしたが、創作活動などを通して楽しく過ごす時間が

持てるよう努めました。

生産活動においては、依然として新型コロナウィルスの影響が続き、印刷・ク

リーニングともに経済活動の停滞による受注の減少が続いていましたが、そう

した状況にあって製品加工等の軽作業を積極的に受託し、食品加工や乾物の袋

詰作業なども取り入れ、作業量の確保に努めました。

【障害者支援施設　石上の園】

はばたきが開所し、そちらに高齢の障がい者が移行したため、支援学校を卒業

した若い重度の障がい者が入所したことで、これまでとは違った重度障がい者

への支援のあり方を医療機関をはじめとした関係団体等の助言いただきながら

サービス提供に努めました。

コロナ禍という状況の中で、規模を縮小しながら季節行事やリフレッシュ外

出等を実施し、利用者のストレス軽減に努めました。

作業支援については、コロナ禍にあっても、利用者の生活の一助となっている

工賃は従前通り確保し支給することができました。

【障害福祉サービス事業所　多賀の里】

コロナ禍の状況でしたが、感染者が出ることなく利用者を受け入れることができました。定員を満たす状況

に至りませんでしたが、年度の後半には 2名の方が利用を開始し、支援学校からの実習についても３名の方を

受け入れることができました。

生産活動について、製品加工事業は半導体不足の影響を受け受注量の減少が見られたましたが、配食事業に

ついてはメニューの工夫などを行い誘客に努めた結果、純益は前年度を上回りました。また、結和開設 10周

年を迎えたため、記念イベントとして感謝セールを行い、利用客に喜んでいただきました。

クリスマス会

季節行事【節分豆まき】

【障害福祉サービス事業所　ほほえみ】

前年度にグループホームを退去した利用者が多く、利用者確保に努めた一年でありましたが、定員を満たす

状況には至りませんでした。

利用者については、高齢化・重度化が見られ通院や行政手続き等の代行業務が増えてきています。また、世

話人による健康チェックや身の回りの整理整頓の援助をする機会が増えてきています。そんな中にあっても、

施設等の日中活動の場を提供し、生活リズムを整えながら生活の質を保てるような支援に心がけてきました。
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ありがとう
ございました
ご奉仕くださった皆さま

（令和４年２月～令和４年６月）
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〇若林信雄　様

チョコレート寄贈

〇多田誠幸　様

手指消毒液寄贈

〇菊池恵美子　様

野菜寄贈

〇伊藤清子　様

野菜寄贈

編

集

後

記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
進
ん
だ
こ
と
で
、
社
会
は
行
動
や
外
出
の
自

粛
か
ら
、
活
発
な
経
済
活
動
の
再
開
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
も

感
染
予
防
に
努
め
な
が
ら
施
設
行
事
に
参
加

し
、
日
常
の
買
い
物
外
出
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
今
の
イ
ン
フ
レ
、
資
源
、
食
料
の
供

給
に
懸
念
が
生
じ
て
い
る
世
界
情
勢
の
中
で

は
、
次
々
に
不
安
が
生
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に

し
て
日
々
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
職
員
も
務
め
て
明
る
く
前
向
き
な
会
話

を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
「
曠
原
淑
女
」
と
い
う
詩

が
あ
り
ま
す
。
農
作
業
に
向
か
う
岩
手
の
少
女

二
人
が
笑
っ
て
曠
原
（
広
原
）
を
歩
い
て
く
る
様

を
、「
あ
な
た
が
た
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
舞
手
の
よ

う
に
見
え
る
」
と
歌
っ
て
い
ま
す
。
労
働
に
勤
し

む
少
女
た
ち
を
賞
賛
し
光
り
輝
く
存
在
と
称
え

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
早
く
戻
っ

て
ほ
し
い
も
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

多賀
た が

の里
さと

結
ゆう

和
わ

日替り弁当&丼物

日替り弁当は、主食・主菜・煮物・和え物・酢の物・卵焼き・漬物・果物等の約 8品目のバランス

の良いお弁当を皆様にお届けいたします！月毎のメニュー表をご用意いたしておりますので、お気軽

にお問い合わせください。

なお、金額に応じたお弁当のご注文も承っております。注文弁当は 10日前までにご連絡をお願いし

ます。

※市内宅配いたします。遠方の配達につきましては対応しかねる場合がございますので、ご相談させて

いただきます。ご了承ください。

ご注文・お問い合わせ先　多賀
た が

の里
さと

結
ゆう

和
わ

TEL 0198-62-1560 FAX 0198-62-1561




